
 

 

 

 

 

自利利他 

「ありがとう」の言葉の意味を改めて考えてみました。私たちは誰

かから何かしてもらったとき、自然に「ありがとう」と言います。こ

れは、その気遣いに対する感謝の言葉です。感謝できる人が幸せなの

であり、その感謝を「ありがとう」という言葉で表すと、相手も「喜

んでもらえてよかった」とうれしくなります。これを仏教では「自利

利他」というそうです。 

自利とは自分の幸せ、利他とは他人の幸せを表します。つまり、自

分の幸せは、そのまま他人の幸せになり、他人の幸せは、そのまま自

分の幸せになる。ということです。「ありがとう」は、相手の人を幸せ

にし、自分の幸せにつながる大切な感謝の言葉なのです。 

高取小学校を支えてくださる皆様の幸せが、高取小学校の子どもた

ちの幸せとなり、高取小学校の子どもたちの幸せが、支えてくれる皆様の幸せとなるように、

教職員一同、引き続き取り組んでまいりますので、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いし

ます。 

 

感染症対策 

学校医の先生から、高浜市内ではインフルエンザ等の感染症が増えていると

いう情報が入っています。学級閉鎖をした学校もあるほどです。高取小学校で

は、手洗いや換気など、感染症拡大防止対策に努めていきます。ご家庭でも、お

子様の健康状態の把握等、感染症対策についてご理解とご協力をいただけまし

たら幸いです。よろしくお願いします。 

インフルエンザにかかった時の対処法は以下の通りです。 

・安静にする；体力を温存し、無理をしない。 

・水分補給；十分な水分をとり、栄養価の高い食事を心がける。 

・症状に応じた対処；高熱がある場合は、体を温めたり、掛物を調整した 

りして体温を管理する。  

・医師の診断を受ける；初期症状が出たら早めに医療機関を受診し、適切 

な治療を受ける。 

これらの対処法を実践することで、インフルエンザからの回復を助けることができます。 
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県民の日 学校ホリデー 

県政 150 周年のレガシーとして、令和５

(2023)年から、11 月 27 日が「あいち県民の

日」となりました。これを契機に、家族と子供

が一緒に過ごすことができる環境づくりにつ

なげるため、「県民の日 学校ホリデー」が創設

されました。また、公立学校（幼稚園・小中学

校・高等学校・特別支援学校）では、11 月 21

日から 27日までの「あいちウィーク」期間中

の 1 日が学校休業日になります。高浜市では、

11 月 21 日となっています。 

「県民の日学校ホリデー」の趣旨 

◆「県民の日学校ホリデー」は、家庭及び地  

域における体験的な学習活動、その他の   

学習活動のための学校休業日です。 

◆地域の自然、歴史、風土、文化、産業等に 

ついての理解と関心を深める体験的な学  

習活動等に、家族などと一緒に参加する 

ことで、愛知への愛着と県民としての誇   

りをもつ契機とすることを目的としてい 

ます。 

◆保護者の有給休暇の取得を促すことも目 

指しています。 

 

便利な世の中だからこそ・・・ 

生成 AI が少しでも使えればと、チャッピー（ChatGPT）を自宅のパソコン

に入れて、毎日のようにあれやこれやと質問をしています。これまで、あま

り活用する機会がなく、どれほど便利なのかよくわかっていませんでした。

感想を言うと、 「すごい！」の一言です。質問に答えてくれたり、文章を作成

してくれたりするだけでなく、画像生成 AI は、何と絵まで描いてくれます

（このイラストは、私の写真をもとにアニメ風に生成 AI が描いたものです）。

この他にも、希望に応じて様々なものができます。 

このように、生成 AI に限らず ICT を活用した技術は日々進化してい

て、小学校の授業でも子どもたちは、上手にタブレット端末を活用して

必要な情報を集めています。しかし、情報の収集は決して ICT でしか

できないものではありません。図鑑や百科事典なども十分貴重な資料

となります。 

ポンとボタン一つで解決できるのは確かに便利ですが、子どもたち

には、状況に応じて様々な情報収集力を身に着けることも大事にして

ほしいと願うこの頃です。 

 


